詩を論じる詩 : 五山詩の理知性について by 小野, 泰央
詩
を
論
じ
る
詩
｜
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
｜
小
野
泰
央
＊
（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
七
日
受
理
）
は
じ
め
に
日
本
漢
文
学
研
究
は
、
平
安
に
次
い
で
、
次
第
に
室
町
五
山
や
江
戸
へ
と
、
そ
の
隆
盛
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
日
本
漢
詩
の
流
れ
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
特
に
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
、
歌
学
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
漢
詩
が
作
ら
れ
た
の
か
さ
え
判
然
と
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
作
者
層
は
違
う
が
、
平
安
の
貴
族
か
ら
五
山
の
禅
僧
へ
と
い
か
な
る
詩
の
流
れ
が
あ
っ
て
、
い
か
な
る
詩
の
相
違
が
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
は
、
日
本
漢
詩
文
研
究
の
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
五
山
漢
文
学
の
ひ
と
つ
の
特
徴
に
、
中
国
詩
論
の
受
容
が
あ
る
。
詩
話
が
宋
代
に
夥
し
く
刊
行
さ
れ
た
の
を
追
う
か
の
ご
と
く
、
日
本
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
期
に
歌
論
が
隆
盛
を
見
せ
た
が
、
詩
論
は
室
町
に
至
っ
て
虎
関
師
錬
の
『
済
北
集
』「
詩
話
」
お
よ
び
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
至
っ
て
よ
う
や
く
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
宋
代
詩
論
は
ま
た
五
山
禅
僧
に
と
っ
て
作
詩
の
対
象
と
も
な
っ
た
。
こ
の
点
、
五
山
漢
詩
が
平
安
漢
詩
と
決
定
的
に
相
違
す
る
点
で
あ
る
。
一
、
平
安
の
詩
を
論
じ
る
詩
平
安
に
は
公
で
題
詠
詩
が
多
く
作
ら
れ
た
。
そ
れ
は
課
さ
れ
た
詩
で
あ
っ
て
、
詩
人
は
公
に
お
け
る
作
詩
技
術
を
磨
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
の
詩
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
訳
で
は
な
い
。
菅
原
道
真
に
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。
吟
君
相
感
句
君
の
相
感
ず
る
句
を
吟
ぜ
ば
如
遇
旧
知
音
旧
の
知
音
に
遇
ふ
が
如
し
（『
菅
家
文
草
』
巻
一
「
奉
和
執
金
吾
相
公
弾
琴
之
什
」）
去
歳
世
驚
作
詩
巧
去
る
歳
世
驚
く
詩
を
作
る
こ
と
巧
な
る
を
今
年
人
謗
作
詩
拙
今
年
人
謗
る
詩
を
作
る
こ
と
拙
き
こ
と
（『
菅
家
文
草
』
巻
二
「
詩
情
怨
﹇
古
調
十
韻
﹈
呈
菅
著
作
、
兼
視
紀
秀
才
」）
文
拙
政
頑
者
多
幸
文
拙
く
政
頑
な
る
者
幸
ひ
多
し
況
乎
文
巧
政
能
循
況
や
文
巧
に
政
能
く
循
ふ
を
や
（『
菅
家
文
草
』
巻
五
「
左
金
吾
相
公
、
於
宣
風
坊
臨
水
亭
、
餞
別
奥
州
刺
史
、
同
賦
親
字
」）
門
風
自
古
是
儒
林
門
風
古
よ
り
是
儒
林
な
り
今
日
文
華
皆
尽
金
今
日
の
文
華
皆
尽
く
金
な
り
（『
菅
家
後
集
』「
見
右
丞
相
献
家
集
」）
旧
知
、
金
な
ど
に
喩
え
て
、
さ
ら
に
巧
拙
の
評
価
を
示
す
。
と
も
に
賛
辞
と
し
て
の
詩
論
で
あ
る
。
後
の
源
英
明
に
も
次
の
ご
と
く
あ
る
。
THE GUNMA-KOHSEN REVIEW,No.28, 2009
一
一
詩
を
論
じ
る
詩
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
＊
人
文
科
学
系
・
国
文
学
陶
元
亮
出
能
詩
句
陶
元
亮
か
に
出
だ
し
詩
句
を
能
く
す
無
垢
称
生
長
法
文
無
垢
称
へ
生
じ
法
文
に
長
ず
（『
扶
桑
集
』
巻
七
・
源
英
明
「
近
曾
与
橘
才
子
相
遇
山
寺
」）
唱
和
の
相
手
で
あ
る
橘
在
例
の
詩
才
を
評
す
る
。
一
方
、
源
英
明
の
詩
に
対
し
て
は
、
橘
在
列
は
次
の
よ
う
に
贈
答
す
る
。
陳
孔
章
詞
空
愈
病
陳
孔
章
の
詞
空
し
く
病
を
愈
し
馬
相
如
賦
只
凌
雲
馬
相
如
の
賦
只
雲
を
凌
ぐ
（『
扶
桑
集
』
巻
七
・
橘
在
列
「
源
亜
将
軍
頻
投
瓊
章
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
文
詞
付
遺
文
」）
や
は
り
、
賛
辞
で
あ
っ
て
、
在
列
の
詩
を
中
国
の
文
人
の
作
に
投
影
す
る
。
一
条
天
皇
に
は
、
ま
た
『
本
朝
麗
藻
』（
巻
上
）
の
「
清
夜
月
光
多
?
清
夜
に
月
光
多
し
?」
と
題
す
る
詩
に
、
席
上
英
才
宜
露
胆
席
上
の
英
才
宜
し
く
露
胆
す
べ
し
由
来
諷
諭
附
詩
能
由
来
諷
諭
詩
能
に
附
く
と
、
詩
情
を
表
出
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
句
が
あ
る
。
下
句
か
ら
文
人
が
自
由
に
詩
情
を
発
露
す
れ
ば
、
そ
れ
は
諷
諭
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
天
皇
は
考
え
て
い
た
。
同
時
代
人
の
具
平
親
王
と
高
階
積
善
は
、
白
詩
を
評
し
て
次
の
ご
と
く
賦
す
。
古
今
詞
客
得
名
多
古
今
の
詞
客
名
を
得
る
こ
と
多
き
も
白
氏
抜
群
足
詠
歌
白
氏
抜
群
に
し
て
詠
歌
に
足
る
（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
・
具
平
親
王
「
和
高
礼
部
再
夢
唐
故
白
大
保
之
作
」）
清
句
已
看
同
是
玉
清
句
已
に
看
る
に
同
じ
く
是
れ
玉
な
り
高
情
不
識
又
何
神
高
情
識
ら
ず
又
何
れ
の
神
ぞ
（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
・
高
階
積
善
「
夢
中
同
謁
白
大
保
元
相
公
」）
具
平
親
王
は
白
詩
が
逸
群
で
あ
る
と
し
、
高
階
積
善
は
元
の
詩
と
も
に
そ
の
清
句
は
珠
玉
で
あ
る
と
す
る
。
総
じ
て
、
平
安
漢
詩
は
「
巧
」「
拙
」「
清
」「
玉
」
な
ど
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
詩
論
語
と
い
え
る
ほ
ど
熟
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
二
、
五
山
漢
詩
に
見
る
「
論
詩
」
平
安
漢
詩
に
比
し
て
五
山
の
詩
は
詩
を
論
じ
る
こ
と
が
頻
繁
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
宋
詩
へ
の
依
拠
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
宋
詩
の
評
価
に
つ
い
て
、
前
野
直
彬
氏
は
「
と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
散
文
的
な
論
理
を
展
開
し
た
詩
も
作
ら
れ
た
」
と
?注
１
）
し
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
は
、「
そ
う
し
て
哲
学
の
叙
述
の
た
め
に
は
、
論
理
的
な
言
葉
を
、
あ
る
場
合
に
は
私
的
調
和
を
破
る
か
と
思
わ
れ
る
ま
で
に
、
連
ね
る
。
過
去
の
批
評
家
の
い
わ
ゆ
る
「
議
論
を
以
っ
て
詩
と
為
す
」
あ
る
い
は
「
理
を
持
っ
て
詩
と
為
す
」
で
あ
る
。」
と
?注
２
）
す
る
。
宋
詩
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
散
文
的
論
理
性
を
見
出
す
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
梅
尭
臣
に
対
し
て
、
筧
文
生
氏
が
、「
か
く
し
て
梅
尭
臣
の
詩
は
、
詩
の
な
か
で
議
論
を
た
て
る
こ
と
を
好
む
、
い
わ
ゆ
る
文
を
以
て
詩
を
作
っ
た
宋
詩
の
さ
き
が
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。」と
指
摘
す
る
こ
と
に
通
?注
３
）
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
小
川
環
樹
氏
は
陳
与
義
の
「
春
日
」
と
い
う
詩
の
「
忽
有
好
詩
生
眼
底
、
安
排
句
法
已
難
尋
?
忽
ち
好
詩
の
眼
底
に
生
ず
る
有
り
、
句
法
を
安
排
す
る
に
已
に
尋
ね
難
し
?」
と
い
う
句
に
対
し
て
、「
こ
れ
は
詩
人
が
自
己
を
客
観
化
し
た
も
の
と
言
え
る
」
と
し
て
、
唐
代
の
中
頃
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
し
た
上
で
、
陳
与
義
に
お
い
て
苦
吟
が
再
び
詩
材
と
な
っ
た
と
?注
４
）
す
る
。
今
こ
の
こ
と
を
云
々
す
る
用
意
が
稿
者
に
は
な
い
が
、
五
山
漢
詩
の
そ
れ
ま
で
の
古
代
漢
詩
に
見
え
な
い
特
徴
も
作
詩
と
い
う
行
為
を
客
観
視
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
五
山
で
は
実
際
に
詩
を
論
じ
る
こ
と
が
日
常
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
景
徐
周
麟
の
「
過
梅
荘
論
詩
?
梅
荘
を
過
ぎ
り
詩
を
論
ず
?」
と
題
す
る
詩
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
詩
で
あ
る
。
竹
裏
梅
遅
是
我
家
竹
裏
に
梅
遅
き
は
是
れ
我
が
家
不
堪
雪
圧
小
横
斜
堪
え
ず
雪
圧
し
て
小
さ
く
横
に
斜
め
な
る
を
挙
盃
一
咲
吟
荘
上
盃
を
挙
げ
て
一
た
び
咲
ひ
て
荘
上
に
て
吟
ず
子
美
詩
中
晴
昊
花
子
美
の
詩
中
の
晴
昊
の
花
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
四
「
詩
」「
過
梅
荘
論
詩
」）
梅
を
見
て
、
詩
を
論
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
梅
が
格
好
の
詩
の
材
料
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
杜
甫
の
詩
は
「
安
得
健
歩
移
遠
梅
、
乱
挿
繁
花
向
晴
昊
?
安
ん
ぞ
得
む
健
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
一
二
歩
遠
梅
を
移
し
、
乱
れ
て
繁
花
を
挿
む
て
晴
昊
に
向
か
ふ
こ
と
を
?」（『
杜
少
陵
集
』巻
四「
蘇
端
復
筵
簡
華
酔
歌
」）の
句
を
意
識
し
て
い
た
か
。
こ
の
よ
う
な
詩
を
論
じ
る
生
活
の
一
齣
を
、
五
山
禅
僧
は
詩
の
な
か
で
も
描
写
し
て
い
た
。
さ
ら
に
例
え
ば
、
次
の
ご
と
く
の
句
が
あ
る
。
講
易
論
詩
随
分
有
易
を
講
じ
詩
を
論
じ
分
有
に
随
ひ
高
名
令
望
豈
思
斉
高
名
令
望
豈
に
斉
し
き
と
思
は
む
（『
東
海
一
集
』
巻
一
「
藤
谷
春
日
二
首
」）
相
逢
須
作
忘
形
友
相
逢
ひ
須
ら
く
形
友
を
忘
れ
む
こ
と
を
作
す
べ
し
一
月
論
詩
同
一
莚
一
月
詩
を
論
じ
一
莚
を
同
じ
く
す
（『
真
愚
稿
』「
臘
末
会
鹿
苑
筵
。
次
棲
鳳
居
士
韻
」）
紅
燭
論
詩
春
夜
遷
紅
燭
に
詩
を
論
じ
春
夜
遷
る
風
流
賢
主
偶
開
筵
風
流
の
賢
主
偶
筵
を
開
く
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
閏
正
月
燭
夜
遊
」）
人
生
昨
少
又
今
翁
人
生
昨
少
く
又
今
翁
憶
我
論
詩
陪
坐
中
我
を
憶
ひ
詩
を
論
じ
坐
中
に
陪
す
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
祥
雲
老
人
退
居
但
陽
」）
自
ら
の
詩
の
な
か
で
詩
論
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
五
山
詩
僧
の
自
己
を
見
つ
め
な
お
す
視
点
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
五
山
漢
詩
の
客
観
性
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
三
、
五
山
詩
に
見
る
詩
の
評
価
基
準
語
詩
を
論
ず
る
こ
と
を
客
観
視
し
て
詩
に
賦
し
た
五
山
詩
に
は
、
そ
の
評
価
基
準
を
示
す
語
も
詩
の
な
か
で
用
い
る
。
ア
、「
句
法
」
ま
ず
句
法
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。『
六
一
詩
話
』
に
は
「
其
用
工
有
三
、
曰
起
結
、
曰
句
法
、
曰
字
眼
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
詩
を
巧
み
に
作
る
こ
と
の
基
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
詩
に
も
言
及
さ
れ
る
。
清
新
句
法
宜
追
清
新
の
句
法
宜
し
く
を
追
ふ
べ
し
開
府
勳
名
邁
祖
公
開
府
勳
名
祖
に
邁
ふ
公
（『
済
北
集
』
巻
二
「
又
和
春
来
四
面
花
韻
」）
詩
家
旧
有
春
格
詩
家
の
旧
と
春
を
む
格
有
り
句
法
可
収
残
臘
吟
句
法
収
む
べ
し
残
臘
の
吟
（『
済
北
集
』
巻
三
「
立
春
」）
詩
深
愛
黄
家
子
詩
を
ひ
深
く
愛
す
黄
家
の
子
礬
弟
梅
兄
句
法
新
礬
弟
に
し
て
梅
兄
な
る
は
句
法
の
新
（『
旱
霖
集
』「
次
水
仙
花
韻
」）
一
詩
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
か
ら
「
詩
」
で
も
損
傷
が
な
い
が
、
や
は
り
宋
代
詩
学
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。「
句
法
」と
い
う
語
を
用
い
る
。
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
、
江
西
詩
派
と
の
関
連
で
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
済
北
宗
風
猶
未
墜
済
北
の
宗
風
猶
し
未
だ
墜
ち
ず
江
西
句
法
又
重
興
江
西
の
句
法
又
重
ね
て
興
る
（『
南
游
集
』「
和
白
雲
書
記
登
西
林
塔
韻
」）
句
法
誰
知
有
凴
処
句
法
誰
か
知
ら
む
凴
り
処
有
り
定
応
宗
派
自
江
西
定
め
て
応
に
宗
派
江
西
よ
り
な
る
べ
し
（『
東
海
一
集
』
巻
一
「
和
答
玄
森
侍
者
」）
句
法
伝
家
老
拾
遺
句
法
家
に
伝
ふ
老
拾
遺
鬼
門
関
外
成
糸
鬼
門
の
関
の
外
糸
を
成
し
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
賛
山
谷
」）
こ
れ
は
『
滄
浪
詩
話
』（『
詩
人
玉
屑
』
に
も
）
に
「
至
東
坡
山
谷
、
始
自
出
己
法
以
為
詩
、
唐
人
之
風
変
矣
」と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
東
坡
や
黄
山
谷
に
至
っ
て
始
め
て
自
ら
の
法
を
も
っ
て
作
詩
し
た
と
い
う
論
や
、『
漁
隠
叢
話
』
巻
四
十
七
「
山
谷
上
」
に
、
黄
山
谷
の
甥
で
江
西
詩
派
の
メ
ン
バ
ー
と
見
な
さ
れ
て
い
る
洪
芻
の
『
詩
話
』
を
引
用
し
て
「
山
谷
句
法
高
妙
、
蓋
其
源
流
有
所
自
云
」と
あ
る
こ
と
な
ど
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
、「
句
法
」
の
語
は
、
美
名
人
不
及
美
名
の
人
に
及
ば
ず
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一
三
詩
を
論
じ
る
詩
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
佳
句
法
如
何
佳
句
の
法
如
何
（『
杜
少
陵
集
』
巻
三
「
寄
高
三
十
五
書
記
」）
と
し
て
杜
詩
に
見
ら
れ
る
が
、
や
は
り
、
宋
代
詩
話
と
の
関
係
か
ら
、
例
え
ば
、
蘇
東
坡
に
、
句
法
本
黄
子
句
法
黄
子
を
本
と
す
二
豪
与
磨
二
豪
与
に
磨
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
巻
三
十
五
「
次
韻
范
淳
甫
送
秦
少
章
」）
安
心
有
道
年
顔
好
安
心
道
有
ら
ば
年
顔
好
し
遇
物
無
情
句
法
新
物
に
遇
ふ
も
無
情
な
ら
ば
句
法
新
た
な
り
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
巻
四
十
五
「
次
旧
韻
贈
清
涼
長
老
」）
な
ど
と
あ
る
ご
と
く
、
宋
詩
の
傾
向
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
自
注
に
「
謂
魯
直
」
と
あ
る
か
ら
、
詩
話
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
黄
山
谷
の
句
法
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
宋
詩
と
宋
代
詩
話
と
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
先
に
示
し
た
宋
詩
に
お
け
る
論
理
性
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
五
山
詩
も
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
イ
、「
句
中
眼
」
そ
の
一
句
中
の
最
も
肝
要
な
字
を
「
眼
」
と
い
う
。
句
中
眼
は
『
冷
斎
夜
話
』（『
詩
人
玉
屑
』
巻
六
に
も
）
に
山
谷
の
言
と
し
て
、「
此
詩
謂
之
句
中
眼
、
学
者
不
知
此
妙
、
韻
終
不
勝
」
と
あ
る
。
こ
の
「
眼
」
も
五
山
詩
に
見
ら
れ
る
。
唱
出
陽
春
白
雪
歌
唱
へ
出
す
陽
春
の
白
雪
歌
句
中
有
眼
笑
那
陀
句
中
眼
有
り
て
笑
那
陀
（『
随
得
集
』「
和
韻
元
正
十
首
」
そ
の
四
）
句
中
有
眼
明
如
日
句
中
に
眼
有
り
て
明
な
る
こ
と
日
の
如
し
映
奪
搏
桑
若
木
映
奪
す
搏
桑
若
木
の
（『
空
華
集
』「
次
韻
奉
寄
臨
川
龍
湫
二
首
」）
従
前
諸
仏
尽
他
徒
前
諸
仏
に
従
ひ
て
他
徒
に
尽
く
す
句
中
有
眼
弁
賓
主
句
中
に
眼
有
り
て
賓
主
を
弁
す
（『
明
極
楚
俊
遺
稿
付
録
』「
建
武
乙
亥
予
住
南
禅
明
極
和
尚
退
居
淨
土
院
以
寄
之
」）
ど
れ
も
、
句
の
な
か
に
「
眼
」
が
あ
る
と
い
う
、
句
に
対
す
る
評
価
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
詩
の
な
か
で
「
句
中
眼
」
に
言
及
す
る
の
は
、
次
の
ご
と
く
黄
山
谷
に
も
見
ら
れ
る
。
拾
遺
句
中
有
眼
拾
遺
の
句
中
に
眼
有
り
彭
沢
意
在
無
絃
彭
沢
の
意
無
絃
在
り
（『
山
谷
詩
集
』
巻
十
六
「
贈
高
子
勉
四
首
」
そ
の
四
）
杜
甫
の
詩
を
評
価
し
て
、
そ
こ
に
は
「
眼
」
が
あ
る
と
い
う
。
肯
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
宋
代
詩
話
と
宋
詩
と
五
山
詩
に
共
通
す
る
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
、「
詩
味
」
?味
」
も
詩
を
評
価
す
る
基
準
を
示
す
語
で
あ
っ
た
。『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
「
詩
思
」
に
「
詩
味
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、
列
挙
し
た
詩
に
「
頗
得
此
数
詩
気
味
」
と
評
し
、
同
じ
く
「
含
蓄
」
の
「
語
意
有
無
窮
之
味
」
と
い
う
項
目
に
は
「
語
少
意
足
、
有
無
窮
之
味
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
詩
に
賦
し
た
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
啜
茗
心
苦
茗
心
を
啜
ひ
て
か
に
苦
く
詩
味
頗
甘
詩
味
を
し
て
頗
る
甘
し
（『
空
華
集
』
巻
六
「
次
韻
謝
陽
谷
見
訪
」）
禅
詩
莫
道
少
情
味
禅
詩
に
道
ふ
こ
と
莫
れ
情
味
少
な
し
と
眼
看
東
南
意
在
西
眼
東
南
を
看
て
意
西
に
在
り
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
竺
派
上
人
僑
養
花
者
幾
秋
螢
矣
」）
文
字
ど
お
り
詩
の
味
わ
い
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
眼
」に
比
べ
る
と
、
雰
囲
気
に
類
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
か
。
こ
の
詩
を
「
味
」
で
評
価
す
る
こ
と
は
、
黄
山
谷
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
満
泛
春
風
満
春
風
に
泛
か
び
詩
味
生
牙
舌
詩
味
牙
舌
に
生
ず
一
四
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー
・
第
二
八
号
（
二
〇
〇
九
）
（『
山
谷
外
集
』
巻
十
七
「
建
溪
第
一
奉
邀
徐
天
隠
奉
議
效
建
除
体
」）
や
は
り
、
詩
を
味
覚
に
喩
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
肯
定
的
に
使
わ
れ
る
。
詩
の
情
感
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
四
、
五
山
詩
に
見
る
時
代
区
分
論
｜「
唐
詩
」「
晩
唐
詩
」「
宋
詩
」
そ
の
評
価
は
時
代
論
に
も
及
ん
だ
。
平
安
の
場
合
は
漢
代
や
六
朝
の
詩
人
を
挙
げ
て
評
価
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
時
代
に
言
及
す
る
例
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
山
に
至
る
と
、
時
代
を
論
じ
、
そ
の
特
徴
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
ア
、
唐
詩
・
宋
詩
そ
も
そ
も
周
弼
撰
の
『
三
体
詩
』
は
「
唐
賢
三
体
詩
法
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
唐
人
の
作
を
集
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。ゆ
え
に
近
体
が
確
立
さ
れ
た
唐
詩
へ
の
意
識
は
、宋
人
に
強
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
滄
浪
詩
話
』
で
は
盛
唐
と
晩
唐
の
詩
を
執
拗
に
区
別
し
、『
誠
斎
詩
話
』
で
は
唐
詩
と
宋
詩
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
五
山
僧
は
同
様
に
次
の
ご
と
く
、
中
国
の
時
代
を
詩
に
賦
し
た
。
毎
読
唐
詩
与
宋
詩
毎
に
読
む
唐
詩
と
宋
詩
と
丈
人
相
看
丈
人
知
丈
人
相
看
る
丈
人
の
知
る
こ
と
を
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
赤
弁
丈
人
」）
唐
人
軽
俗
宋
人
奇
唐
人
軽
俗
に
し
て
宋
人
奇
な
り
集
在
洛
陽
花
下
詩
集
在
す
洛
陽
の
花
の
下
の
詩
に
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
四
「
詩
」「
次
龍
阜
秀
嶽
俊
少
春
首
韻
」）
他
自
才
名
以
誰
比
他
自
の
才
名
以
ち
て
誰
れ
に
比
す
唐
朝
韓
杜
宋
欧
梅
唐
朝
の
韓
杜
か
宋
の
欧
梅
か
（『
翰
林
五
鳳
集
』
第
十
一
・
策
彦
「
和
少
年
試
春
之
韻
」）
若
把
古
人
定
優
劣
若
し
古
人
を
把
ね
て
優
劣
を
定
め
し
め
ば
盛
唐
李
杜
宋
蘇
梅
盛
唐
李
杜
に
し
て
宋
蘇
梅
な
り
（『
翰
林
五
鳳
集
』
第
二
十
七
・
瑞
岩
「
又
（
重
和
松
韻
）」）
宋
有
荆
公
唐
楽
天
宋
に
荆
公
有
り
唐
楽
天
な
り
訪
僧
林
下
又
溪
辺
僧
を
訪
る
林
下
又
溪
辺
に
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
五
「
詩
」「
同
（
扇
面
）」）
と
も
に
宋
詩
と
の
比
較
に
お
い
て
唐
詩
を
論
じ
る
。
唐
詩
を
論
じ
る
こ
と
は
、
宋
詩
に
も
次
の
ご
と
く
見
ら
れ
る
。
小
圃
追
涼
還
得
熱
小
圃
に
涼
を
追
ひ
て
還
り
て
熱
を
得
焚
香
清
坐
読
唐
詩
焚
の
香
り
清
く
坐
し
て
唐
詩
を
読
む
（『
全
宋
詩
』
楊
万
里
「
中
元
日
午
」）
楊
万
里
に
と
っ
て
、
唐
詩
と
い
う
概
念
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
翻
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
詩
話
が
で
き
あ
が
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
、
晩
唐
詩
唐
詩
の
な
か
で
も
、
宋
代
に
は
晩
唐
詩
が
注
目
さ
れ
た
。
西
崑
体
と
号
し
た
宋
の
祥
符
・
天
禧
の
詩
人
は
「
後
進
多
窃
義
山
語
句
」
と
評
さ
れ
る
ご
と
く
（『
中
山
詩
話
』）、
李
商
隠
の
詩
句
を
ち
り
ば
め
る
。
こ
の
晩
唐
詩
を
五
山
僧
も
意
識
し
て
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
句
を
賦
す
。
藉
々
香
名
趙
倚
楼
藉
々
た
る
香
名
の
趙
倚
楼
晩
唐
詩
塁
独
籌
晩
唐
の
詩
の
塁
独
り
籌
に
つ
（『
雪
村
和
尚
峨
集
』「
寄
趙
顔
啓
」）
諸
老
東
西
纔
折
指
諸
老
東
西
に
纔
に
折
指
な
り
残
星
数
点
晩
唐
詩
残
星
数
点
晩
唐
の
詩
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
六
「
詩
」「
畴
昔
予
過
南
隣
」）
寂
寞
た
る
イ
メ
ー
ジ
で
共
通
す
る
か
。
連
歌
論
に
も
「
晩
唐
の
詩
と
い
ふ
物
を
み
れ
ば
、
す
べ
て
心
も
し
ら
ぬ
さ
き
よ
り
、吟
の
面
白
く
て
心
に
も
し
む
や
う
に
覚
え
侍
る
な
り
」（『
筑
波
問
答
』）
な
ど
と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
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一
五
詩
を
論
じ
る
詩
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
ウ
、
宋
詩
宋
詩
に
つ
い
て
は
、『
詩
人
玉
屑
』
巻
三
に
「
本
朝
警
句
」
と
あ
る
か
ら
、
す
で
に
宋
代
に
お
い
て
、
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
宋
詩
そ
の
も
の
に
対
し
て
も
、
次
の
ご
と
く
詩
に
賦
し
た
。
秋
声
翻
葉
宋
僧
句
秋
声
葉
を
翻
す
宋
僧
の
句
風
月
中
興
圧
大
唐
風
月
中
興
大
唐
を
圧
ふ
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
四
「
詩
」「
明
皇
撃
梧
図
」）
宋
詩
今
合
二
家
一
宋
詩
今
二
家
を
一
に
合
せ
ば
黄
好
奇
兼
蘇
好
新
黄
奇
を
好
み
兼
ね
て
蘇
新
を
好
む
（『
翰
林
五
鳳
集
』
第
二
十
八
「
東
氏
帯
刀
公
疇
昔
之
夕
来
話
」）
前
者
は
宋
代
の
詩
人
に
僧
侶
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
後
者
は
、
蘇
黄
を
そ
の
代
表
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
二
「
王
蘇
黄
杜
」
の
「
蘇
子
以
新
、
黄
魯
直
以
奇
」
に
拠
っ
て
い
る
。
五
、
五
山
詩
に
見
る
詩
論
語
そ
の
時
代
を
評
価
す
る
に
五
山
僧
は
詩
論
語
を
用
い
て
い
た
。
五
山
詩
に
お
け
る
詩
論
の
詩
の
最
も
特
徴
的
な
点
で
あ
る
。
ア
、「
俗
」・「
軽
」
先
に
「
唐
人
軽
俗
宋
人
奇
」
の
句
を
示
し
た
ご
と
く
、「
俗
」「
軽
」
は
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
特
に
、
蘇
東
坡
の「
祭
柳
子
玉
文
」に
依
る
の
で
あ
る
が
、『
許
彦
周
詩
話
』
（『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
五
に
も
）
に
「
郊
寒
島
痩
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
「
東
坡
祭
柳
子
玉
文
、
郊
寒
島
痩
、
元
軽
白
俗
。
此
語
具
眼
。
客
見
詰
曰
、
子
盛
称
白
楽
天
孟
東
野
詩
、
又
愛
元
微
之
詩
、
而
取
此
語
何
也
。
僕
曰
、
論
道
当
厳
、
取
人
当
恕
。
此
八
字
、
東
坡
論
道
之
語
也
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
賦
し
た
五
山
詩
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
婢
視
元
軽
兼
白
俗
婢
じ
視
る
元
軽
く
兼
ね
て
白
俗
な
る
を
奴
呼
馬
異
与
盧
同
奴
馬
を
呼
び
て
盧
同
と
異
に
す
（『
翰
林
蘆
集
』
第
六
巻
「
詩
」「
龍
阜
春
庸
首
座
」）
五
山
は
平
安
詩
人
が
依
拠
し
た
白
楽
天
に
は
重
き
を
置
か
な
か
っ
た
。
逆
に
「
俗
」
と
評
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
宋
詩
の
評
価
に
準
拠
し
て
い
る
か
ら
あ
る
。
イ
、「
寒
」・「
痩
」
蘇
東
坡
の
「
祭
柳
子
玉
文
」
に
記
さ
れ
る
も
う
一
方
の
評
価
、「
郊
寒
島
痩
」
か
ら
「
寒
」
「
痩
」
も
否
定
的
な
詩
論
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
賦
し
た
句
が
次
で
あ
る
。
帖
得
右
軍
妙
帖
得
た
り
右
軍
の
妙
詩
嫌
東
野
寒
詩
東
野
の
寒
き
を
嫌
ふ
（『
雲
猿
吟
』「
頃
以
松
烟
墨
二
丸
投
贈
春
雨
山
人
高
斎
。
乃
次
前
韻
為
酬
」）
夢
中
得
句
参
李
杜
夢
中
に
句
を
得
て
は
李
杜
に
参
じ
郊
島
痩
寒
何
足
云
郊
島
痩
寒
な
り
何
ぞ
云
ふ
に
足
ら
む
（『
東
海
一
集
』「
贈
張
学
士
序
」）
詩
嘲
窮
嶋
痩
詩
嶋
が
痩
な
る
を
嘲
け
り
窮
め
筆
笑
酔
張
顚
筆
張
が
顚
な
る
を
笑
ひ
酔
ふ
（『
空
華
集
』
巻
六
「
次
韻
上
善
住
天
境
和
尚
二
首
」）
孟
郊
と
島
を
論
じ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
具
体
的
な
唐
詩
人
を
指
さ
な
い
場
合
で
も
、
「
痩
」
に
関
し
て
は
、
巴
草
未
医
驢
子
痩
巴
草
未
た
医
せ
ず
驢
子
の
痩
更
添
詩
痩
最
難
医
更
に
添
ふ
詩
痩
せ
最
も
医
し
難
し
を
（『
空
華
集
』
巻
四
「
少
陵
」）
塵
心
元
自
無
些
子
塵
心
元
自
か
ら
些
子
無
し
詩
痩
近
来
凡
幾
分
詩
痩
せ
近
く
来
る
凡
の
幾
分
を
（『
雲
猿
吟
』「
次
韻
竹
隠
蔵
主
二
首
」）
な
ど
と
あ
る
。「
痩
」
が
一
般
的
な
詩
論
語
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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ウ
、「
文
章
一
小
技
」
禅
と
比
較
し
た
場
合
、
詩
は
一
小
技
と
さ
れ
た
。
杜
甫
の
「
文
章
一
小
技
、
於
道
未
為
尊
」（『
杜
少
陵
集
』
巻
十
五
「
華
陽
柳
少
府
」）
を
踏
襲
し
た
考
え
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
詩
に
賦
さ
れ
て
い
る
。
詩
文
於
道
為
小
技
詩
文
の
道
に
お
い
て
小
技
と
為
す
試
将
大
道
倶
相
論
試
み
に
大
道
を
将
て
倶
に
相
論
す
（『
東
海
一
集
』「
贈
張
学
士
序
」）
小
伎
文
章
不
直
銭
小
伎
の
文
章
銭
に
直
ひ
せ
ず
争
如
黙
座
只
安
禅
争
か
黙
座
し
只
安
禅
す
る
が
如
か
ら
む
（『
空
華
集
』
巻
五
「
次
韻
戯
呈
摂
政
殿
下
二
首
」）
見
説
文
章
一
小
技
見
説
く
文
章
一
小
技
誰
能
伝
道
到
玄
来
誰
か
能
く
道
を
伝
へ
て
玄
に
到
り
来
た
ら
む
（『
空
華
集
』
巻
八
「
和
答
璣
叟
」）
笑
我
文
章
真
小
技
笑
ふ
我
が
文
章
真
の
小
技
な
る
を
憑
君
努
力
起
孤
宗
君
に
憑
き
て
努
力
め
て
孤
宗
を
起
こ
さ
し
む
（『
空
華
集
』
巻
九
「
次
石
室
韻
送
雲
谿
書
記
帰
越
」）
特
に
義
堂
周
信
に
お
い
て
は
甚
だ
し
い
。
同
時
の
中
巌
円
月
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
意
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
エ
、「
熟
」
こ
の
文
章
一
小
技
に
と
い
う
詩
を
過
小
評
価
す
る
意
識
に
対
し
て
、
詩
を
禅
と
同
一
に
扱
お
う
と
す
る
意
識
が
次
第
に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
義
堂
は
同
郷
の
権
叔
衡
に
対
し
て
詩
題
で
「
郷
友
権
叔
衡
、
禅
文
並
熟
最
熟
於
詩
」（『
空
華
集
』）
巻
第
九
）
と
し
て
、
詩
文
が
熟
し
て
い
る
と
し
て
、
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
「
詩
熟
」
と
い
う
字
句
は
景
徐
周
麟
が
「
予
曰
、
詩
熟
文
熟
、
今
日
天
隠
、
則
昔
日
之
至
天
隠
也
」（『
翰
林
蘆
集
』
巻
七
「
蘭
叔
字
説
」）
と
す
る
ご
と
く
、『
三
体
詩
』
天
隠
注
に
対
す
る
方
回
の
序
に
よ
る
。『
増
註
三
体
詩
』
で
そ
の
天
隠
注
に
対
し
て
、
方
回
が
序
を
書
い
て
、
そ
の
な
か
で
天
隠
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
近
高
安
沙
門
至
天
隠
、
乃
大
魁
公
勉
之
猶
子
。
聡
達
博
、
禅
熟
文
熟
、
又
従
而
注
伯
弓弓
所
集
之
詩
。
編
者
を
評
し
て
、
禅
に
も
詩
に
も
熟
達
し
て
い
た
と
す
る
。
五
山
僧
は
そ
の
語
を
次
の
ご
と
く
詩
に
賦
し
て
い
る
。
人
境
両
奇
非
有
外
人
境
両
な
が
ら
奇
な
り
外
に
有
る
に
非
ず
禅
文
倶
熟
満
于
中
禅
文
倶
に
熟
し
て
中
に
満
つ
（『
空
華
集
』
巻
八
「
二
十
六
和
答
訓
上
人
」）
参
詩
禅
去
両
難
哉
詩
禅
に
参
じ
去
る
は
両
つ
な
が
ら
難
か
な
風
雨
夜
窓
燈
在
台
風
雨
の
夜
窓
に
燈
台
に
在
り
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
四
「
詩
」「
今
夏
迫
解
制
之
節
」）
詩
禅
雪
月
任
流
伝
詩
禅
の
雪
月
任
に
流
伝
す
富
士
按
図
多
少
年
富
士
図
を
按
ず
多
少
の
年
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
十
「
像
賛
・
雑
」「
黙
堂
老
師
僻
居
於
駿
之
寺
者
有
年
矣
」）
近
聞
禅
熟
亦
詩
熟
近
く
聞
く
禅
熟
す
れ
ば
亦
詩
熟
す
激
起
江
西
一
派
高
激
し
く
起
こ
る
江
西
一
派
の
高
く
な
る
を
（『
南
游
稿
』「
用
濤
字
韻
。
奉
簡
賀
州
賢
太
守
閣
下
」）
江
西
詩
派
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
三
体
詩
』の
作
者
周
弼
が
江
西
詩
派
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、『
三
体
詩
』に
注
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
文
禅
と
も
に
熟
達
し
て
い
る
と
い
う
。
オ
、「
詩
中
画
」
詩
に
情
景
が
浮
か
ぶ
ご
と
く
賦
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
す
る
場
合
、
詩
の
な
か
に
画
が
あ
る
よ
う
だ
と
も
い
う
。『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
五
に
蘇
東
坡
の
詩
論
と
し
て
「
詩
中
有
画
、
画
中
有
詩
」と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、「
味
摩
詰
之
詩
、
詩
中
有
画
。
観
摩
詰
之
画
、
画
中
有
詩
」
と
論
じ
る
。
王
維
の
詩
に
は
、
絵
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
詩
中
画
」
も
、
五
山
僧
は
詩
に
賦
し
た
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
千
古
詩
中
画
千
古
詩
中
の
画
川
休
独
専
川
独
り
専
な
る
を
休
め
よ
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一
七
詩
を
論
じ
る
詩
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
（『
蕉
堅
稿
』「
呈
湛
然
静
者
謝
画
三
首
」）
川
縦
写
詩
中
画
川
縦
ひ
写
詩
中
の
画
を
写
す
と
も
応
是
難
成
此
一
奇
応
に
是
れ
此
の
一
奇
を
成
し
難
し（『
了
幻
集
』「
海
門
晩
眺
」）
展
成
摩
詰
詩
中
画
展
べ
成
す
摩
詰
の
詩
中
の
画
一
幅
稽
康
酔
後
図
一
幅
稽
康
の
酔
後
の
図
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
三
「
詩
」「
摩
詰
玉
山
紅
葉
」）
瀑
韻
溪
声
言
外
録
瀑
韻
溪
声
言
外
の
録
山
紅
緑
画
中
詩
山
紅
緑
画
中
の
詩
（『
翰
林
蘆
集
』
巻
六
「
詩
」「
又
楽
樵
斎
詩
、
序
見
別
巻
」）
川
は
王
維
の
別
荘
が
あ
っ
た
場
所
で
、
彼
は
こ
こ
を
画
に
し
た
。『
詩
人
玉
屑
』巻
十
五
「
王
維
」
に
は
「
川
之
勝
」
の
項
目
が
あ
る
。
こ
の
「
詩
中
画
」
に
つ
い
て
は
、
宋
詩
に
も
次
の
ご
と
く
例
が
あ
る
。
李
成
著
如
何
画
李
成
の
著
画
と
如
何
欲
是
詩
中
画
得
成
是
の
詩
中
画
成
る
を
得
む
と
欲
す
（『
全
宋
詩
』
楊
万
里
「
雨
後
至
溪
上
」）
同
様
に
詩
の
な
か
で
情
景
が
豊
か
に
示
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
結
び
に
替
え
て
｜
詩
話
を
題
材
に
し
た
詩
｜
万
里
集
九
に
詩
話
を
題
材
に
し
た
次
の
詩
が
あ
る
。
詩
話
云
、
疎
影
暗
香
宜
杏
花
而
非
梅
。
斯
論
頗
用
新
話
法
?
詩
話
に
云
は
く
、
疎
影
暗
香
は
宜
し
く
杏
花
な
る
べ
く
し
て
非
梅
に
非
ず
。
斯
の
論
は
頗
る
新
話
の
法
を
用
ゐ
る
?
琴
翁
吟
禿
似
無
髭
琴
翁
吟
禿
髭
無
き
に
似
た
り
全
為
橋
危
歩
豈
遅
全
く
橋
の
危
き
が
た
め
に
歩
豈
遅
き
や
飜
案
暗
香
疎
影
句
飜
案
す
暗
香
疎
影
の
句
酔
中
欲
続
杏
花
詩
酔
中
に
杏
花
の
詩
を
続
け
む
と
欲
す
（『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
三
上
）
詩
話
に
林
和
靖
の
「
疎
影
暗
香
」
の
句
は
、
杏
の
花
が
ふ
さ
わ
し
く
、
梅
で
は
な
い
と
い
う
論
を
詩
の
題
材
に
し
て
い
る
。
一
方
、
次
の
詩
は
、
自
注
で
詩
話
と
の
関
係
を
示
す
。
柳
塘
春
水
﹇
元
宵
前
一
日
。
南
豊
方
丈
会
。
住
持
鑑
湖
月
?
元
宵
の
前
一
日
。
南
豊
の
方
丈
の
会
。
住
持
は
鑑
湖
月
?﹈
梅
丈
詩
開
山
祖
師
梅
丈
の
詩
開
山
の
祖
師
柳
塘
春
水
讃
談
来
柳
塘
春
水
讃
談
し
来
た
る
万
条
金
縷
波
肥
後
万
条
金
縷
に
し
て
波
の
肥
ゆ
る
後
結
作
黄
衣
献
住
持
黄
衣
を
結
び
作
り
て
住
持
に
献
ぜ
む
劉
後
村
梅
二
丈
聖
兪
詩
、
為
宋
詩
之
開
山
祖
師
。
詳
見
詩
林
広
記
後
集
梅
聖
兪
之
部
。
聖
兪
亦
、
詳
厳
維
柳
塘
春
水
漫
、
花
夕
陽
遅
之
一
聯
見
?
劉
後
村
梅
二
丈
聖
兪
の
詩
は
、
宋
詩
の
開
山
の
祖
師
た
り
。
詳
し
く
は
詩
林
広
記
後
集
梅
聖
兪
の
部
に
見
ゆ
。
聖
兪
も
亦
、
厳
維
柳
塘
春
水
漫
、
花
夕
陽
遅
の
一
聯
を
詳
し
て
見
は
す
?
（『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
三
下
）
『
詩
林
広
記
』に
載
る
梅
尭
臣
の
試
論
を
詩
の
内
容
と
し
て
賦
し
て
い
る
。
万
里
集
九
の
作
品
に
は
自
注
が
夥
し
い
が
、
こ
う
な
る
と
、
も
う
散
文
と
韻
文
と
の
区
別
も
な
く
な
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
こ
に
詩
を
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
五
山
文
学
の
な
か
で
も
、
中
巌
円
月
や
義
堂
周
信
を
経
て
五
山
漢
詩
後
期
の
典
型
的
な
散
文
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注?１
）『
宋
詩
鑑
賞
辞
典
』
前
野
直
彬
氏
「
宋
詩
鑑
賞
概
説
」（
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
一
年
）
?２
）『
宋
詩
概
説
』（
岩
波
文
庫
）（
平
成
十
九
年
）
?３
）『
梅
堯
臣
』（
中
国
詩
人
選
集
二
集
）（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
七
年
）
?４
）『
宋
詩
選
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
）
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Literary Criticism Poems in Gozan poems
 
Yasuo ONO
 
Gozan literary work had a relationship with the Song literature. Song poems were said to a prosaic
 
and logical. Gozan poems also logical. Gozan poet did choose to write more often of the poem in their
 
poems,with Song literary theory.
THE GUNMA-KOHSEN REVIEW,No.28, 2009
一
九
詩
を
論
じ
る
詩
｜
五
山
詩
の
理
知
性
に
つ
い
て
｜
